
株式会社音成印刷 GX取組紹介

脱炭素経営の背景とスローガン

◼GXスローガン

企業概要 エネルギー使用状況の可視化

◼ エネルギーフロー図

当社で使用しているエネルギーは電気、ガソリンの２つです。事務所機器、照明、工場設備で電力を消

費しています。中でも、印刷機械や印刷物の品質を保つための空調にて多くの電気を使用しています。

ガソリンは営業車に使用しています。

◼脱炭素経営のきっかけ・背景

2023年度の自社活動によって排出された温室効果ガス量の合計は１４９トンでした。 これは、杉の
木のCO2吸収量/年に換算すると１０,５７９本分になります。

当社のＧＨＧ排出量内訳は、自社で使用する燃料由来のCO2排出量（Scope1）が４５t‐CO２、他社
から供給された電気・熱使用由来のCO2排出量（Scope２）が１０４t-CO２です。

◼自社排出量の内訳

部門
エネルギー
種別

年間使用量 CO2排出量

Scope1 ガソリン １９.４ kL 44.9 t-CO2

Scope２ 電気
２１９,７６６

kWh
10４.4. t-CO2

合計 149 t-CO2

Scope1
30%

Scope2
70%

149t-
CO2

本 社 佐賀県小城市小城町253番地4

設 立 1905年

資本金 2,000万円

代表者 代表取締役社長 音成 信介

従業員数 4６名

業 種 印刷業

事業内容 • 紙媒体の印刷・製本

• 企画・デザイン

• WEBサービス

このスローガンには、GXと聞く難しく感じてしまうが、身近にできることがあり、
当社ではそのような小さな取組を社員全員で積み重ねていくという思いを込めて
います。

近年までは、「GX」「脱炭素」等は当社にとってあまり馴染みのない

言葉でしたが、昨今の社会動向や地球温暖化の影響の顕著な現わ

れから意識を始め、まずは経営方針としてGXに取り組んでいくこ

とを表明しました。

ＧＸの取組を、スタッフへの意識・機運醸成からはじめました。ロー

カルの中小企業でも必要性を共有し、脱炭素という大きな課題に

取り組んでいきたいと思っています。

代表取締役社長 音成 信介

エコはいつでもおとなりに
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自社GHG排出量の削減に向けた取組 社内ワークショップの実施

電化
燃料転換

省エネ

再エネ化

オフセット

• ガソリン車のHV車両への切替

• 照明のLED化を完了、事務所・工場における省エネの徹底

• 屋根上太陽光発電設備の導入を検討

• 電力再エネプランへの契約切り替えを検討

• クレジットの購入を検討

削減ロードマップ

◼削減計画の策定 ◼勉強会

◼グループワーク

削減の流れ 全従業員向けに勉強会を開催し、GXの意味や取組意義を改めて共

有しました。

経営方針として打ち出したGXについて、その背景や、具体的には

どのようなことに取り組む必要があるのかを再確認できました。

参加者からは、「個人でもできることから始めていきたい」「脱炭素

について考えるきっかけになった」との声が上がりました。

当社のGXスローガン「エコはいつでもおとなりに」は、全従業員

が参加するグループワークを通して策定しました。

全従業員を９グループに分け、各グループで1つのスローガン案

を創出し、最終的に全体の多数決により１つのスローガンを選出

しました。

GXスローガンの策定

行動目標の設定

ひとづくり委員会活動

削減目標： 2030年度までに４２％削減（2023年度比）

これまで会社をあげて「地域に感動を与える人づくり」を行ってきました。具体的にはお客様にとって想

像を超えるサービスやものづくりを行い、感動や喜びを提供できるかを常に考え続ける人財です。そし

てお客さまだけでなく、社員同士、地域社会に対しても、感動を共有し、喜びを与えることができる人づ

くりを行います。

その一環として「ひとづくり委員会活動」を行なっています。ひとづくりをテーマに、５ＳやＳＤＧｓなどを

考えることを全社において委員会を組織し実施しています。勉強会などさまざまな取組を行うことで

「地域に感動を与える人づくり」を目指しています。

２０２４ ２０２５ ２０２６ ２０２７ ２０２８ ２０２９ ２０３０

ハイブリッド車への切替

照明、空調の省エネ

蛍光灯のLEDへの切替

高効率空調の導入

太陽光発電の導入

再エネプランへの切替

クレジットの購入検討

社内勉強会の開催

HPでの情報発信

排出量の算定

GX経営の流れ

GX経営方針
の宣言

自社排出状況
可視化

社内機運の
醸成

当社は、「GX」という言葉の意味も良く分からない状態から、本格的なGX取組への一歩を踏み出す

ことができました。トップダウンで経営戦略としてGXへの取組を打ち出したことに始まり、現状把握

を行ったうえで、その結果報告を含めて社内全体での共通認識・基礎知識の醸成を図りました。

策定したスローガンに沿い、ひとりひとりが今後の取組目標を設

定しました。

「照明をこまめに消す」 「食べ物を残さない」など、日常的な取組

目標も多く、小さな取組をコツコツと積み重ねることの重要性を

改めて再認識してもらえたことが分かりました。

• 長期的にはガソリン車・HV車のEV化を検討


